
様式１

№ 10040010

4 会 計 区 分 4 簡易水道事業会計
17
1

政 策 事 務 分 類 4 法定自治事務
見 直 し 年 度
担 当 課 10 建設水道課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名 有
関 係 個 別 計 画 名

571 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

更新対象量水器 更新対象量水器 更新対象量水器 更新対象量水器
Φ１３～５０ｍｍ　　　３１６台 Φ１３～１００ｍｍ　　　３１４台 Φ１３～７５ｍｍ　　　３２８台
・材料費　　　　　６，３４５千円 ・材料費　　　　　６，４７２千円 ・材料費　　　　　６，６９９千円 ・材料費　　　　　　７，８５１千円

・工事請負費　　６，６３６千円 ・工事請負費　　７，４６０千円 ・工事請負費　　７，８５８千円 ・工事請負費　　　８，８００千円

　　　合　計　　１２，９８１千円　　　　　　　　　合　計　１３，９３２千円　　　　　　　　　合　計　１４，５５７千円　 　　　　　合　計　 １６，６５１千円　

74,794 12,981 13,932 16,651
0
0
0
0

74,794 12,981 13,932 16,651
38,456 12,471 13,435 0

0
0
0
0

38,456 12,471 13,435
（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）
更新対象量水器 更新対象量水器
Φ１３～５０ｍｍ　　　３０７台 Φ１３～１００ｍｍ　　　３０９台
・材料費　　　　　６，０１３千円 ・材料費　　　　　６，３２９千円

【評　価　・　実　績】 ・工事請負費　　６，４５８千円 ・工事請負費　　７，１０６千円
 合計　　　　　　１２，４７１千円  合計　　　　　　１３，４３５千円

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果
Ａ－継続／現状維持 Ａ－継続／現状維持

年 度 目 標 値 ３１６台 ３１４台 ３２８台
年 度 達 成 率 96% 96% 0%
全 体 達 成 率 17% 35% 51%
備　　 考 　　欄

268

一 般 財 源
　特定財源の名称

更新対象量水器

14,557 16,673

地　 方 　債
そ 　の 　他
一 般 財 源

（継続有り）

財
源
内
訳

そ 　の 　他

0%
51%

【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

Ｂ

（実施内容等）

14,557 16,673

0

　 計量法第９条に基づく、量水器検定満了期間

（継続有り）

前期計画からの継続

 ます。
・工事請負費　　９，０００千円

検定満了量水器更新台数
住民参加

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

Φ１３～７５ｍｍ　　　３４０台

事業主体
計量法に基づく料金の適正化を図る。

 対する料金徴収を適正に行うための事業であり ・材料費　　　　　７，６７３千円

無

事業指標

事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容

実
績
事
業
費

道 支 出 金
国庫支出金

事　　業　　費　（千円）

財
源
内
訳

事　　業　　費　（千円）
国庫支出金
道 支 出 金

 ８年での更新が義務付けられており、使用水量に

関 係 課

上・下水道の整備

住民協働

全　　　体　　　計　　　画 平成　２９　年度
事　業　内　容

平成　２７　年度

事業期間

51%

３１５台

12,550

関
連
事
項

Φ１３～４０ｍｍ　　３１５台

水道の安定供給

※事務事業評価結果

Φ１３～１００ｍｍ　　　２８２台

単位施策

事業目標

計
画
事
業
費

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

簡易水道事業量水器更新事業

平成25年度～平成29年度

基本施策

事 業 名

政策目標

事 業 優 先 度

第６期計画への継続

地　 方 　債

３４０台
86%

うるおい・雄武～生活環境・生活基盤の充実～

雄武町

　　　　　合　計　１６，６７３千円　

更新対象量水器

Ａ－継続／現状維持

12,550
（実施内容等）

・工事請負費　　６，９１２千円
 合計　　　　　　１２，５５０千円

※事務事業評価結果

・材料費　　　　　５，６３８千円



様式１

№ 10040020

4 会 計 区 分 4 簡易水道事業会計
17
1

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 10 建設水道課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名
関 係 個 別 計 画 名

571 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

沢木浄水場 沢木浄水場
・ＵＦ膜ろ過装置薬品洗浄他工事 ・粒状活性炭更新工事
　(前処理ファイバックス洗浄)

浄水場電気計装部品更新工事 浄水場電気計装部品更新工事 浄水場電気計装部品更新工事
・青葉第二中央監視装置ハードディスク ・青葉第二中央監視装置ハードディスク ・青葉第二 サーバー装置ハードディスク

・　　〃　　 サーバー装置ハードディスク ・　            　〃　　      ＵＰＳ　電池交換 ・　　〃　　　　 自家発蓄電池取替

・　　〃　　　自家発オイル・冷却水交換 ・　　　　　　　〃　　　　　シーケンサ電池 ・低区配水池ＵＰＳ　電池交換

・量水器室　ＵＰＳ　電池交換 ・低区配水池　　　　　  ＵＰＳ電池交換 ・末広配水池　電磁接触器取替

・低区配水池ＵＰＳ　電池交換 ・沢木浄水場　ＵＰＳ　電池交換 ・水質計測器消耗部品取替

・末広配水池　電磁接触器取替 ・末広配水池　電磁接触器取替 ・沢木浄水場自家発蓄電池取替

・水質計測器消耗部品取替 ・水質計測器消耗部品取替

・沢木浄水場自家発オイル・冷却水交換

24,450 3,800 8,500 1,850
0
0
0
0

24,450 3,800 8,500 1,850
16,580 3,728 8,100 0

0
0
0
0

16,580 3,728 8,100
（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）
・ＵＦ膜ろ過装置薬品洗浄他工事 ・沢木浄水場活性炭更新工事
　　　　　　　　　　　　　２，２５８千円 　　　　　　　　　　　　　６,４８０千円
・浄水場電気計装部品更新工事 ・浄水場電気計装部品更新工事

【評　価　・　実　績】 　　　　　　　　　　　　　１，４７０千円 　　　　　　　　　　　　　１,６２０千円
 合 計　　　　　　　　　３，７２８千円  合 計　　　　　　　　　８,１００千円

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果
Ａ－継続／現状維持 Ａ－継続／現状維持

年 度 目 標 値 ２施設 ２施設 １施設
年 度 達 成 率 98% 95% 0%
全 体 達 成 率 15% 48% 68%
備　　 考 　　欄

269

　簡易水道統合に伴い、雄武、沢木、幌内浄水場
の３施設に係る電気機械設備更新整備事業とし
まして、青葉第二浄水場の電気計装設備が平成

第６期計画への継続 68% 68%

Ａ－継続／現状維持

（継続有り）

関
連
事
項

前期計画からの継続 ２施設 ２施設
（継続無し） 96% 0%

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

　　　　　　　　　　　　　１,８３６千円
 合 計　　　　　　　　　４,７５２千円

　　　　　　　　　　　　　２,９１６千円
・浄水場電気計装部品更新工事

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）
・沢木浄水場ＵＦ膜ろ過装置薬品洗浄他工事

そ 　の 　他
一 般 財 源 4,752

道 支 出 金
地　 方 　債

一 般 財 源 4,950 5,350

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 4,752 0

財
源
内
訳

国庫支出金

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 4,950 5,350

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

・役場庁舎　監視　   ＵＰＳ　電池・ファン

・末広配水池　電磁接触器取替

・水質計測器消耗部品取替

・　            　〃　　      ＵＰＳ電池・ファン ・沢木浄水場自家発オイル・冷却水交換

・　　〃　　　自家発オイル・冷却水交換 ・末広配水池　電磁接触器取替

・沢木浄水場自家発オイル・冷却水交換 ・水質計測器消耗部品取替

浄水場電気計装部品更新工事 浄水場電気計装部品更新工事
・青葉第二 サーバー装置ハードディスク ・青葉第二　自家発オイル・冷却水交換

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

沢木浄水場 沢木浄水場
・ＵＦ膜ろ過装置薬品洗浄他工事 ・ＵＦ膜ろ過装置薬品洗浄他工事
　(前処理ファイバックス洗浄) 　(前処理ファイバックス洗浄)

全　　　体　　　計　　　画 平成　２７　年度 平成　２９　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 ２施設
住民参加

無
住民協働

事業期間 平成25年度～平成29年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 更新施設数

単位施策 水道の安定供給

事 業 名 浄水場電気機械設備更新整備事業

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

政策目標 うるおい・雄武～生活環境・生活基盤の充実～ 【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 上・下水道の整備
事 業 優 先 度 Ａ

２０年に納入、稼働を開始しており、５年経過に
よる消耗機器の更新が必要となります。
　また、沢木、幌内浄水場稼働開始から１０年が
経過するに伴い、同様の整備更新が必要となる
ことから、要望いたします。



様式１

№ 10040030

4 会 計 区 分 4 簡易水道事業会計
17
1

政 策 事 務 分 類 2 単独自治事務（個別計画）
見 直 し 年 度
担 当 課 10 建設水道課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名 無
関 係 個 別 計 画 名 無

571 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

・雄武簡易水道給配水管 ・沢木・幌内簡易水道配水管 ・雄武町簡易水道配水管

漏水調査業務　Ｌ＝13，000ｍ 漏水調査業務　Ｌ＝13，000ｍ 漏水調査業務　L＝10,000m

6,616 1,300 1,540 1,300
0
0
0
0

6,616 1,300 1,540 1,300
3,529 1,239 1,210 0

0
0
0
0

3,529 1,239 1,210
（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）
雄武地区簡易水道給配水管 沢木・幌内地区簡易水道漏水
漏水調査業務　Ｌ＝13，000ｍ 調査業務　Ｌ＝12，130ｍ

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果
Ａ－継続／現状維持 Ａ－継続／現状維持

年 度 目 標 値 13,000m 13,000m 10,000m
年 度 達 成 率 95% 79% 0%
全 体 達 成 率 19% 37% 53%
備　　 考 　　欄

270

　 雄武簡易水道給配水管路漏水調査業務により、
 有収率向上を図るため実施するものです。

第６期計画への継続 53% 53%
（継続無し）

関
連
事
項

前期計画からの継続 9,000m 10,000m
（継続無し） 92% 0%

Ａ－継続／現状維持
※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

調査業務　Ｌ＝8,000m

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）
幌内地区簡易水道漏水

そ 　の 　他
一 般 財 源 1,080

道 支 出 金
地　 方 　債

一 般 財 源 1,176 1,300

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 1,080 0

財
源
内
訳

国庫支出金

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 1,176 1,300

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

・雄武町簡易水道配水管 ・雄武町簡易水道配水管

漏水調査業務　Ｌ＝9,000m 漏水調査業務　L＝10,000m

全　　　体　　　計　　　画 平成　２７　年度 平成　２９　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 55,000m
住民参加

無
住民協働

事業期間 平成25年度～平成29年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 有収率向上

水道の安定供給

事 業 名 簡易水道事業管路漏水調査事業

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

政策目標 うるおい・雄武～生活環境・生活基盤の充実～ 【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 上・下水道の整備
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策



様式１

№ 10040040

4 会 計 区 分 4 簡易水道事業会計
17
1

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 10 建設水道課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄ ﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名 無
関 係 個 別 計 画 名 無

571 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

仕切弁筺補修他小工事 仕切弁筺補修他小工事 仕切弁筺補修他小工事

・弁筺補修(標識含)　 ・弁筺補修(標識含)　 ・弁筺補修(標識含)　
・給配水管改修 ・給配水管改修 ・給配水管改修

5,973 1,000 1,130 1,300
0
0
0
0

5,973 1,000 1,130 1,300
3,192 961 1,048 0

0
0
0
0

3,192 961 1,048
（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）
仕切弁筺補修他小工事 仕切弁筺補修他小工事
・弁筺補修(標識含) ・弁筺補修(標識含)　
・給配水管改修

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果
Ａ－継続／現状維持 Ａ－継続／現状維持

年 度 目 標 値 適切な補修 適切な補修 適切な補修
年 度 達 成 率 96% 93% 0%
全 体 達 成 率 16% 34% 53%
備　　 考 　　欄

271

　雄武町簡易水道配水管設備の仕切弁筺補修の
他、給配水管における突発的な改修の必要に応じ、
柔軟な対応を図るための事業であります。

第６期計画への継続 53% 53%
（継続無し）

関
連
事
項

前期計画からの継続 適切な補修 適切な補修
（継続無し） 95% 0%

Ａ－継続／現状維持
※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

・弁筺補修(標識含)　

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）
仕切弁筺補修他小工事

そ 　の 　他
一 般 財 源 1,183

道 支 出 金
地　 方 　債

一 般 財 源 1,243 1,300

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 1,183 0

財
源
内
訳

国庫支出金

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 1,243 1,300

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

・給配水管改修 ・給配水管改修

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

仕切弁筺補修他小工事 仕切弁筺補修他小工事

・弁筺補修(標識含)　 ・弁筺補修(標識含)　

全　　　体　　　計　　　画 平成　２７　年度 平成　２９　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 ３施設の適切な補修
住民参加

無
住民協働

事業期間 平成25年度～平成29年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 配水施設数

水道の安定供給

事 業 名 弁筺補修他小工事事業

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

政策目標 うるおい・雄武～生活環境・生活基盤の充実～ 【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 上・下水道の整備
事 業 優 先 度 Ｂ

単位施策



様式１

№ 10040050

4 会 計 区 分 4 簡易水道事業会計
17
1

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 10 建設水道課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄ ﾞ／ｿﾌﾄ 事業 区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名 無
関 係 個 別 計 画 名

571 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

町道海岸線 町道海岸線

実施調査設計 配水管更新工事　Ｌ＝２６０m
配水管更新工事　Ｌ＝８５０m

（内元稲府橋添架管Ｌ＝７０m含）

329,370 0 59,000 81,970
61,670 11,800 10,970

0
235,500 42,400 61,000

0
32,200 4,800 10,000

141,988 0 52,596 0
30,300 11,800

0
104,000 40,000

0
7,688 796

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）
・配水管更新工事　 L=  345m
・実施設計業務　　　L=　835m
・実測調査業務　　　L=1,500m

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果
Ａ－継続／現状維持

年 度 目 標 値 850m 190m
年 度 達 成 率 #DIV/0! 89% 0%
全 体 達 成 率 0% 16% 43%
備　　 考 　　欄

272

第６期計画への継続 43% 43%
（継続有り）

関
連
事
項

前期計画からの継続 710m 700m
（継続無し） 97% 0%

Ａ－継続／現状維持

・過疎債(50％)
※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

◎地方債
・簡易水道事業債(50％)

・生活基盤近代化事業 ・実施設計業務　　　L=2,300m
 基幹改良(約20％) ・実測調査業務　　　L=1,500m

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）
◎国庫支出金 ・配水管更新工事　 L=  796m

そ 　の 　他
一 般 財 源 6,892

道 支 出 金
地　 方 　債 64,000

一 般 財 源 7,400 10,000

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 89,392 0

財
源
内
訳

国庫支出金 18,500

地　 方 　債 66,500 65,600
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 92,400 96,000

財
源
内
訳

国庫支出金 18,500 20,400
道 支 出 金

配水管更新工事　Ｌ＝７１０m 配水管更新工事　Ｌ＝７００m

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

町道海岸線 町道海岸線

実測調査設計 実測調査設計

全　　　体　　　計　　　画 平成　２７　年度 平成　２９　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 2,450m
住民参加

無
住民協働

事業期間 平成26年度～平成29年度 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　更新延長 Ｌ＝  950m)
事業主体 雄武町

関 係 課
事業年度　平成31年～平成33年度　3ヵ年

事業指標 配水管更新延長 　　　　　　　全体事業実施 8ヵ年   更新延長合計　 Ｌ＝4,520m

・1路線　町道海岸線(元稲府～港町　 更新延長 Ｌ＝3,570m)
単位施策 水道の安定供給 　事業年度　平成26年～平成30年度　5ヵ年　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 名 雄武地区配水管更新事業
　
・2路線　町道音稲府開拓線(青葉第一浄水場～量水器室

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

政策目標 うるおい・雄武～生活環境・生活基盤の充実～ 【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

  雄武地区配水管において、昭和50年に布設され
36年が経過した管路について、最も漏水事故の発

基本施策 上・下水道の整備
事 業 優 先 度 Ａ

(元稲府　旧須藤水産前　～　港町　旧漁組工場前)　　　　　　　　　　　
( 1路線　全体3,570m　H26～H29　L= 2,450m実施)

 

生が懸念される２路線の配水管を、町道沿いに布設
替を行い漏水等、破裂事故を未然防止し、安定給水
を図ることから実施するものです。

・1路線　町道海岸線　更新延長 Ｌ＝3,570m



様式１

№ 10040060

4 会 計 区 分 4 簡易水道事業会計
17
1

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 10 建設水道課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名 無
関 係 個 別 計 画 名

571 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

実施設計
浄水場改修工事 浄水場改修工事

工事内容 工事内容
・調節井、接合井バルブ、 ・配水池内バルブ、配管更新

  配管更新

68,960 0 17,300 26,800
0
0

61,800 15,400 24,100
0

7,160 1,900 2,700
40,608 0 16,632 0

0
0

36,000 14,000
0

4,608 2,632
（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

浄水場改修工事　 　7,128千円
改修実施設計委託　9,504千円
　　　　　　　　 　　計 16,632千円

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果
Ａ－継続／現状維持

年 度 目 標 値 １施設 １施設
年 度 達 成 率 #DIV/0! 96% 0%
全 体 達 成 率 0% 24% 59%
備　　 考 　　欄

273

　幌内浄水場は昭和50年の稼働開始から３６年が
経過し、配水池並びに各水槽内に設置されている
バルブ及び、配管が著しく腐食していることから、
浄水機能に支障を来す恐れがあるため、これを
整備して機能の回復を図り、断水事故を未然に
防止するため実施するものです。

第６期計画への継続 59% 59%
（継続無し）

関
連
事
項

前期計画からの継続 １施設
（継続無し） 96% #DIV/0!

Ａ－継続／現状維持
※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

・辺地債(50％)
･簡易水道事業債（50%)

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）
◎地方債 浄水場改修工事　 　23,976千円

そ 　の 　他
一 般 財 源 1,976

道 支 出 金
地　 方 　債 22,000

一 般 財 源 2,560

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 23,976 0

財
源
内
訳

国庫支出金

地　 方 　債 22,300
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 24,860 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

・配水池内防水塗装

  配管更新
・次亜塩素注入装置更新
・配水池内バルブ、配管更新

工事内容
・テレスコープ更新
・調節井、接合井バルブ、

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

浄水場改修工事

全　　　体　　　計　　　画 平成　２７　年度 平成　２９　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 １施設
住民参加

無
住民協働

事業期間 平成26年度～平成28年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 施設整備

水道の安定供給

事 業 名 幌内浄水場改修事業

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

政策目標 うるおい・雄武～生活環境・生活基盤の充実～ 【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 上・下水道の整備
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策



様式１

№ 10040090

4 会 計 区 分 4 簡易水道事業会計
17
1

政 策 事 務 分 類 2 単独自治事務（個別計画）
見 直 し 年 度
担 当 課 10 建設水道課

#N/A
#N/A

ﾊ ｰ ﾄ ﾞ ／ ｿ ﾌ ﾄ 事 業 区 分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名 無
関 係 個 別 計 画 名

571 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

配水管整備工事　　　L=140m

・ＶＷＰ    φ100　L=120m
・ＤＩＰ（GX）φ100　L= 20m
・不断水　2ヶ所

38,400 0 0 20,000
0
0

29,100 12,600
0

9,300 7,400
16,848 0 0 0

0
0

16,000
0

848
（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値 140m
年 度 達 成 率 #DIV/0! #DIV/0! 0%
全 体 達 成 率 0% 0% 44%
備　　 考 　　欄

274

第６期計画への継続 44% 44%
（継続無し）

関
連
事
項

前期計画からの継続 40m
（継続無し） 92% #DIV/0!

Ａ－継続／現状維持
※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

過疎債　50% ・実施設計業務　　　L=180m

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）
簡易水道事業債　50% ・配水管整備工事　 L=37.8m

そ 　の 　他
一 般 財 源 848

道 支 出 金
地　 方 　債 16,000

一 般 財 源 1,900

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 16,848 0

財
源
内
訳

国庫支出金

地　 方 　債 16,500
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 18,400 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

橋梁添架管　φ100/φ250　L=16.5m

VWP　φ100　L=10m
DIP（GX）φ100　L=11.3m

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

調査実施設計　　　L=180m

配水管整備工事

全　　　体　　　計　　　画 平成　２７　年度 平成　２９　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 180m
住民参加

無
住民協働

事業期間 平成27年度～平成28年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 布設整備延長

単位施策 水道の安定供給

事 業 名 梅小路配水管整備事業

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

政策目標 うるおい・雄武～生活環境・生活基盤の充実～ 【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

　町道梅小路道路整備に伴い、配水管整備を実施
するものです。

基本施策 上・下水道の整備
事 業 優 先 度 Ａ



様式１

№ 10040100

4 会 計 区 分 4 簡易水道事業会計
17
1

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 10 建設水道課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関 係 例 規 ・ 法 令 名 無
関 係 個 別 計 画 名 無

571 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

雄武地区 雄武地区
消火栓更新工事　４基 消火栓更新工事　４基

更新箇所 更新箇所
・魚田 原田宅前 (S32設置) ・旭町 花田水産前 (S32設置)
・末広一区 雄武小学校前 (S34) ・魚田 西田宅前 (S32設置)
・錦町 味の表前 (S32) ・日の出北町 日の出団地前 (S34)
・港町 光陽工機横 (S32設置) ・新日の出町　消火栓新設

20,870 0 4,700 5,500
0
0
0
0

20,870 0 4,700 5,500
9,288 0 4,320 0

0
0
0
0

9,288 4,320
（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

消火栓更新工事　４基　4,320千円

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果
Ａ－継続／現状維持

年 度 目 標 値 ４基 ４基
年 度 達 成 率 #DIV/0! 92% 0%
全 体 達 成 率 0% 21% 45%
備　　 考 　　欄

275

・消火栓更新台数　１６基

　 雄武市街地区の各所に設置されている消火栓
は古いもので５５年が経過しており、内部腐食に
よる漏水の発生及び、故障により消火活動に支
障を来す恐れがあることから、昭和３０年代に
設置している老朽化の著しい順から更新を実施
するものです。

第６期計画への継続 45% 45%
（継続有り）

関
連
事
項

前期計画からの継続 ４基 ４基
（継続無し） 96% 0%

Ａ－継続／現状維持
※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）
消火栓更新工事　４基　4,968千円

そ 　の 　他
一 般 財 源 4,968

道 支 出 金
地　 方 　債

一 般 財 源 5,170 5,500

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 4,968 0

財
源
内
訳

国庫支出金

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 5,170 5,500

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

・宮下町 神社前 (S32) ・北浜町 龍野宅前 (S37設置)

・幸町 第一分団横 (S32)
・北浜町 片川宅前 (S32)
・魚田 旧鳥谷部商店横 (S32)

・潮見町　潮見公住前 (S36設置)
・潮見町　旧吉田商店前 (S37設置)
・日の出仲町 早坂宅前 (S34)

更新箇所 更新箇所

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

雄武地区 雄武地区
消火栓更新工事　４基 消火栓更新工事　４基

全　　　体　　　計　　　画 平成　２７　年度 平成　２９　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 16基
住民参加

無
住民協働

事業期間 平成26年度～平成29年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 更新基数

水道の安定供給

事 業 名 老朽消火栓更新事業

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

政策目標 うるおい・雄武～生活環境・生活基盤の充実～ 【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 上・下水道の整備
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策



様式１

№ 10040120

4 会 計 区 分 4 簡易水道事業会計
17
1

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 10 建設水道課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関係例規・法令名
関 係 個 別 計 画 名

571 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

　 沢木水源取水施設上流部に設置されていた篭
が、度重なる大雨の影響で徐々に破壊されたた
め、大雨のたびに土砂が堆積して取水管を閉塞
させる恐れがあることから、篭を整備して土砂の
流入防止を図るものです。

5,000 0 0 0
0
0
0
0

5,000
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値
年 度 達 成 率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
事業進捗状況

276
（継続無し）

（継続無し） #DIV/0! 0%
第６期計画への継続 0% 0%

前期計画からの継続 1施設

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

一 般 財 源

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

地　 方 　債
そ 　の 　他

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

そ 　の 　他
一 般 財 源 5,000

道 支 出 金
地　 方 　債

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 5,000

財
源
内
訳

国庫支出金

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

沢木水源取水施設篭設置工事
Ｌ＝18.4ｍ

全　　　体　　　計　　　画 平成　２７　年度 平成　２９　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 1施設
住民参加

無
住民協働

事業期間 平成29年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 施設整備

水道の安定供給

事 業 名 沢木水源土砂流入防止篭設置事業

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

政策目標 うるおい・雄武～生活環境・生活基盤の充実～ 【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 上・下水道の整備
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策



様式１

№ 10040130

4 会 計 区 分 4 簡易水道事業会計
17
1

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 10 建設水道課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ 事業区分 1 ハード事業
関係例規・法令名 無
関 係 個 別 計 画 名

571 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

　町道魚田１４号線に水道水供給のための配水管
を布設して、生活用水並びに水産加工場等への
基盤整備を図るものです。

20,000 0 0 0
0
0

20,000
0
0
0 0 0 0
0
0
0
0
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

年 度 目 標 値
年 度 達 成 率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
全 体 達 成 率 0% 0% 0%
事業進捗状況

277
（継続無し）

（継続無し） #DIV/0! 0%
第６期計画への継続 0% 0%

前期計画からの継続 200m

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

過疎債　50%

一 般 財 源

関
連
事
項

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）
簡易水道事業債　50%

地　 方 　債
そ 　の 　他

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債 20,000

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 20,000

財
源
内
訳

国庫支出金

・ＶＷＰφ75mm  　Ｌ＝200ｍ

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

配水管整備工事　
　　　　　　　　

全　　　体　　　計　　　画 平成　２７　年度 平成　２９　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 200m
住民参加

無
住民協働

事業期間 平成29年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 布設整備延長

水道の安定供給

事 業 名 町道魚田１４号線配水管整備事業

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

政策目標 うるおい・雄武～生活環境・生活基盤の充実～ 【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 上・下水道の整備
事 業 優 先 度 Ａ

単位施策


